
2広報にっこう

　もし、自分の家族が認知症になったら・・・と考えたことはありますか。
認知症は決して他人事ではなく、年をとれば誰にでも起こり得る身近な病気です。
だからこそ、この機会に認知症について考えてみましょう。

認
知
症
の
今

　

市
内
で
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
４
、２
０
９
名
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
認
知
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る

方
は
２
、６
８
９
名
で
す
。
認
知
症
に
関

す
る
相
談
と
同
様
に
、
認
知
症
の
方
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
「
に
っ
こ
う
」
は
、
６
年
前
か
ら

毎
年
９
月
21
日
の
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
に
合
わ
せ
て
「
認
知
症
特
集
」
を
掲

載
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
の
認
知

症
に
関
す
る
現
状
を
お
伝
え
し
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

　

毎
年
９
月
21
日
は
「
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
で
す
。
１
９
９
４

年
の
こ
の
日
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
協
会
が
英
国
・
エ
ジ
ン
バ
ラ

で
第
10
回
国
際
会
議
を
開
催
し
た
の

を
機
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）

の
後
援
を
受
け
て
記
念
日
と
し
て
宣

言
し
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
日
に
は

世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

慣れ親しんだ地でずっと過ごすために
　　　９月19日～ 10月６日は、市で認知症を考える認知症週間です

この記事についてくわしくは
地域包括支援センター　☎︎ 21-2137

❖認知症カフェで働く加
か と う

藤 薫
かおる

さん（ケアマネージャー）
　市内に３カ所ある認知症カフェ。ここは認知症の方と
その家族、地域の方や専門職の方などの集いの場所です。
気軽に認知症の相談ができ、地域の認知症への理解の手
助けになっています。
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認知症サポーターを知っ
ていますか

　認知症は、脳の病気です。主な
症状は物忘れですが、年齢のせい
と思わず、おかしいと思ったとき
は、医療機関を受診しましょう。
違う病気が見つかる場合もありま
す。

認知症は脳の病気である
ことを知っていますか

　認知症サポーターとは、認知症
を正しく理解し、認知症の人とそ
の家族を支える人です。市では約
64％の人がサポーターの存在を
知りませんが、市内では6,000名
を超える方が認知症サポーターと
して活動しています。

市
の
認
知
症
へ
の
取
り
組
み

　

認
知
症
は
年
を
と
れ
ば
誰
で
も
か

か
り
う
る
身
近
な
病
気
で
す
。
８
年

後
の
平
成
37
年（
２
０
２
５
年
）に

は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
５

人
に
１
人
が
認
知
症
に
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し

自
分
自
身
の
問
題
と
捉
え
て
も
ら
う

た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
６
千
名
以
上
の
方
に
養

成
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
印
で
あ
る
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
印

で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
持
つ
方

を
増
や
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

安
あんざい

西義
よしはる

治健康福祉部長

・認知症は脳の病気だと初めて知
　った。
・今までは気持ちの病気だと思っ
　ていたが、脳の病気だと知るこ
　とができた。私の認知症のおば
　あちゃんも忘れたくて忘れてい
　るわけではなく困っているんだ
　なと思った。

・認知症サポーターの印であるオ
　レンジリングを知らない人もた
　くさんいる。オレンジリングを
　知れば認知症になっても安心。
・市民全員が認知症を理解してい
　ることが大切。若い世代に認知
　症サポーター養成講座を実施し
　てほしい。

市民の皆さんに聞きました

Q
1

Q

2

知っている  90.1％

知らない  2.9％ 無回答 7.0％

知らない  63.9％

無回答  8.9％

知っている 27.2％

デ
ー
タ
で
見
る
日
光
市
と
認
知
症

　　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
内
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た（「
日
光
市
高
齢
福
祉
計
画
及
び
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
回
答
者
数
…
２
、７
４
８
人
）、「
平
成
28
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
地
域
活
動
調
査
」（
回

答
者
数
…
５
７
８
人
）よ
り
）。

　

市
民
の
認
知
症
へ
の
理
解
度
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
方
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
の
か

伺
い
ま
し
た
。

みんなの「声」 みんなの「声」
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　認知症サポーターの約40％の
方が地域で認知症の方に出会って
います。認知症の方は、認知症治
療をしながら家族の支援や介護
サービスを利用して、地域で生活
しています。認知症でも家族や地
域の方の理解と協力で地域での生
活を送ることができます。

生活する中で認知症の方
と会うことはありますか

認知症サポーターとし
て活動するときどんな
ことに困りましたか。

　市の認知症に関するサービスの認
知度は、１位が「認知症カフェ」。
２位「命のカプセル」（※１）、３位
は「にっこう認知症安心メール」

（※２）でした。市は認知症の方への
理解を深めたり、認知症の方が住み
やすい地域となるようにさまざまな
サービスを行っています。

日光市の認知症に関する
サービスを知っていますか。

フ
ェ
の
開
催
チ
ラ
シ
を
各
家
庭
に
配

布
し
、
周
知
を
図
る
と
共
に
参
加
し

や
す
い
仕
組
み
と
し
て
、
利
用
者
宅

へ
の
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
共

に
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
お
り
、
毎
回

30
名
程
の
お
客
さ
ま
と
、
食
事
に
歌

に
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
や
介
護
で
お
悩
み
の
家
族

の
方
な
ど
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
お
話
を
伺
っ
た
り
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
り
、
皆
さ
ん
が
ほ
っ
と
一
息

で
き
る
場
所
と
な
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ

一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

オレンジカフェ
みょうじん
加
か と う

藤薫
かおる

さん

・夕方、近所で見かけない人がい
　て、声をかけたら家がわからな
　いとのこと。家の周辺の様子を
　聞いて近くまで同行した。
・通勤途中に身なりが乱れ、靴を
　履かずに歩いてる人を見つけて
　警察に保護を依頼したことがあ
　る。

0 10 20 30 40 50 60 70 800 50 100 15001500 50 100

Q

3
Q

5

ない  60.0％

ある  39.0％

不明  1.0％
・認知症の方かど
　うかわからない

認知症サポーターに聞きました

・認知症ではないかな？ という
　意識で見守っていこうという思
　いが増した。
・義父が認知症だったが、当時の
　自分は知識がなく、適切な接し
　方が出来なかったと反省。今は
　当時の反省を元に、笑顔で同じ
　目線で会話ができている。

・声のかけ方が
　わからない

・何をしてよいか
　わからない

・拒否された
・どこに連絡する
　かわからない
・サポーターを
　知らない

・無視された

・その他

・認知症カフェ
・命のカプセル

・認知症家族の会
・安心見守りシール
・認知症ガイドブック
・ケアサイト
・安心カルテ

・にっこう安心メール

・アルツハイマー
　イベント

・認知症についてまだまだ理解不足
　のため、これからも勉強したい。
・認知症の方がいる家族が、隣近所
　や知人などに隠さず話して、いざ
　という時に協力してもらえるよう
　な地域にしたい。
・認知症の人もその家族もみんなが
　集える場所があるといい。

Q
4

　

認
知
症
カ
フ
ェ

「
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
み
ょ
う
じ

ん
」
は
、
み
ん
な

で
支
え
る
地
域
福

祉
を
目
指
し
運
営

し
て
い
ま
す
。
カ

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
ょ
う
じ
ん
」
の
話カフェ内の様子

サポーターの「声」サポーターの「声」サポーターの「声」

（人） （人）

66

38

34

21

19

16

15

10

153

146
116
114
110
103
101

80
40

※１　見守りが必要と思われる方にカプセル式の個人情報が入る容器を配布し、必要時に早期発見につなげるもの
※２　認知症になった方を見守り、行方不明になっても早期に保護するための情報配信を実施

　困った内容は、「認知症の方か
どうかがわからない」が一番多く
なりました。「何をしてよいのか
わからない」や「声のかけ方がわ
からない」などの対応方法より
も、誰が認知症の方なのかという
ことが困っている要因となりまし
た。
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認知症の人から学ぶ 市で認知症を考える認知症週間　

日時：９月19日（火）～ 10月６日（金）
会場：市役所本庁舎２階
内容：認知症に関する説明などパネル　
　　　展、認知症家族会の紹介。
　※この期間の火曜・木曜日の午前10
　　時～正午まで認知症に関する相談会
　　を実施します。

認知症について相談したい

担当地区 施設名 電話番号
今市地区 地域包括支援センター 21-2137
豊岡地区・今市地区の一部 今市北地域包括支援センター 21-7081
大沢北部・大沢中部・塩野室地区 今市東地域包括支援センター 26-6537
大沢南部・落合地区 今市南地域包括支援センター 25-6444
藤原地域・栗山地域 藤原・栗山地域包括支援センター 76-3333
日光地域・足尾地域 日光・足尾地域包括支援センター 25-3255

受付時間：月曜〜金曜日の午前８時 30 分〜午後５時 15 分（祝日・年末年始を除く）

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が　
　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
は

　

認
知
症
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

重
要
で
す
。
し
か
し
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
て
い
な
い
と
発
見
の
機
会
を
逃
し

て
し
ま
い
、
重
症
化
す
る
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
周
り
の
人
が
症
状
に
気
づ

く
頃
は
、
認
知
症
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
方
の
ケ

ア
は
、
家
族
だ
け
で
支
え
る
こ
と
は
困
難

で
す
。
そ
の
た
め
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
の
思
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。「
認
知
症
の
人
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
」
か
ら
こ
そ
、
元
気
な
う
ち
か
ら
地
域

の
方
々
と
つ
な
が
り
合
う
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
認
知
症
の
特
効
薬
は
現
在
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
薬
に
代
わ
る
の
が

地
域
の
方
の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
に
な
り
ま

す
。
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
地
域
は
、

ど
の
世
代
の
方
に
も
や
さ
し
い
地
域
に
な

り
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
な
れ
親
し
ん
だ
地

域
と
近
所
の
方
に
支
え
て
も
ら
い
、
地
域

で
生
活
す
る
こ
と
で
認
知
症
の
進
行
を
緩

や
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
一

丸
と
な
っ
た
チ
ー
ム
ケ
ア
で
認
知
症
と
向

き
合
い
支
え
る
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
が

必
要
で
す
。

　

市
は
、
認
知
症
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

イベント情報

認知症に向き合う
　　～認知症の人や家族に寄り添うまちは、私たちの手で創られる～

日時：9月30日（土）午後１時15分～４時
会場：日光街道ニコニコ本陣
内容：第１部：講演　「一人の当事者との出会いから
　　　~D

デ メ ン テ ィ ア

ementia F
フ レ ン ド リ ー

riendly C
コ ミ ュ ニ テ ィ

ommunity~」　
　　　講師：山

やまざき

崎英
ひ で き

樹医師
　　　第２部：講演「認知症ととも
　　　に生きる」
　　　講師：丹

た ん の

野智
ともふみ

文氏他
定員：200名
申込：地域包括支援センター
　　　☎︎21-2137 丹野智文氏

◀オレンジリング（左）
　と認知症サポーター
　キャラバン公式キャ
　ラクター「ロバ隊長」

　認知症の相談や介護の相談など、お気軽にご連絡ください。

「日光市世界アルツハイマーデー 2017」
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